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東洋志 (あすまようし)【12i:主1
①東京自治問題研究所 研究員

②f21世紀とマル クスj桜井番庖，2007年 (共

労函~.%，高京高言言古E-- yj 
①今こそ，非正規組織化にむけた産別組織，ナ

ショナルセンターの積極的な方針と行動をa

日本における「新しい労働運動J" ~f:正規・個人加盟労働運動を中心lこ

EヨE彊 新自由主義段階における労働市場の変動を背景に， 1990年代以降個人

加盟ユニオンが台頭した。その牽引蓄は，戦後の総評地域労働運動の活動家たちで

あった。個人加盟ユニオンは 1人でも詮でも入れる労働組合であり。労働相談を基

礎に団体交渉と組織化を行っている。岡崎に 1 社会正義を追求する立場から積極的

に世論にアピールする行動も展開し.労働法制改悪反対運動にも取り組んでいるe

個人加盟ユニオンはI 地域労働運動や自治体労働運動などいくつかの既存組合のパ

ックアップによって支えられてきた。20∞年以降は ナショナルセンターの組織化

方針とも運動し I その運動は全国に波及しているc この運動は市民社会の芯かで，

多くの市民の自発的行動によって支援され。近年では，そうした社会的な力は I 反

貧困ネットワークとして，ダイナミックな運動的達闘を生み出しつつあるc 個人加

盟ユニオンは「社会的な労働運動」として発展させる必要がある。

1 新しい労働運動はなぜ生まれたか?

⑨「派遣村Jと新しい労働運動

2008年世界経済危機を契機とした「派遣切 りjの嵐は，働く場だけでなく住

宅さえ奪われた寄る辺なき労働者の数々を生み出した。人間の生存を根こそさ

にする大企業の非人間的な対応に抗し，労働組合と市民団体，ボラ ンティアが

共同で日比谷に「年越し派遣村」をつくり，そこに大規模な相互扶助の空間を

つくりだしたことは，人々に危機の時代に対抗する新 しい運動の姿を鮮明に刻

みつけたといえよう 。いま日本において，労働運動の新たな展開が注目されて

いる。新し い労働運動は，従来の企業別労働組合と異な り，個人加盟を組織原

理としているc こうした運動は，企業別労働組合では軽視されてきた非正規労

働者の組織化を，その中心課題に据えて活動を展開してきた。現代日本で新し
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， '労f!lfIJj重動が，なぜ.どのよう な人々 の手によ って形成されて きたのかる この

運動を支え た思想は何であ り，同時に運動を支えた社会的基盤をどう考えるの

かc こうした検討のうえに，運動の今後の課題を考察する ことにしたし、

⑨新しい労働運動が生み出される背景新自由主義と企業別組合の限界

新しい労働運動が台頭する背景は，1990年代以降に本格化する新自由主義的

構造転換である。74-5年不況を契機として雇用の流動化が進行しは じめ，80年

代から労働者派遣法にみ られる新自由主義政策が開始されたc そして90年代に

新たな段階を迎える。1995年の 日経連 『新時代の日本的経営』にみられるよう

に，財界は，長期雇用 ・年功賃金を軸とした日本的経営を90年代半ばに大転換

させる。 さらに派遣法改悪，労働法制改正なとJの労働市場規制緩和が政策的に

推進され，それによって日本的経営に包摂されない非正規労働者が増大し，同

時に，低処遇の正規労働者の数も増大するo これが，格差 ・貧困問題顕在化の

原因であると同時に，ここから新たな労働運動の階層的基盤が生まれる[木下

2007]。 しかし注目すべきは，こうした労働市場の変容は，正規労働者に対す

る競争秩序と個別管理の強まり，企業支配強化の過程でもあ ったことである。

そうした変化に，既存の企業別組合はどう対応したのかc 戦後日本において

は，職場闘争，春闘，組織化，平和と民主主義運動など，企業別組合の限界を

突破していく運動が活発に展開された。 しかし企業支配が確立する過程で，こ

うした運動は後退させられ，職場を基礎とした労働運動は抑圧された[兵頭

2006]。 さらに90年代以降の新自由主義的競争秩序に対し企業問競争を制御

する力をもたない企業別組合の脆弱な体質が表面化した。非正規労働者の権利

を，既存の企業別労働組合で守ることは困難なことが示された。企業の専制が

強ま り，雇用の非正規化，長時間労働や リストラによる労働者状態の悪化への

不満は，職場を基礎とした集団的労働運動によ ってではなく， もっぱら「個別

紛争jとして噴出することになる。こう いう 文脈のなかで，新自由主義に対抗

し，企業別組合を乗り越える運動として，個人加盟ユニオ ンが台頭した。ここ

に，現実の必要に迫られた「新しい労働運動J形成の客観的根拠がある。
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2 個人加盟ユニオンの性格一形成過程と特質

⑧総評労働運動か5コミュニティユニオン運動へ

「新しい労働運動jは戦後労働運動から断絶した運動なのだろうか。こp豆

動はいかなる経過のなかで生まれたのか。新しい労働運動の lつのルーツは，

1980年代のコミュニテイユニオ ン運動にさかのぼる。74-75年不況以降， パー

ト労働者が増大していく 。新自由主義段階に本格化する雇用の流動化は，すで

にこの時期に始まっており，こうした非正規労働者層の組織化の受け皿が求め

られていた。この状況に対し， 70年代の総評地域労働運動の発展のなかで展開

された「パート 110番J労働相談活動，生活相談を基礎として， 80年代以降，

新たな個人加盟労働運動=コミュニテイユニオンが生み出された[小畑2009，

高井2003]。これは大企業労組主導の労働戦線再編，総評解体の流れに対する地

区労活動家たちの抵抗でもあった。

コミュニテイユニオ ンの生成過程は，全国一般の流れから生まれた組合も含

めて多様である[高木2000，高井2003]。ここでは地区労から生い立ったユニオ

ンについて取り上げよう 。 このタイプには，江戸川ユニオン，武庫川ユニオ

ン，神戸ワーカーズユニオンなどが代表的なものとして挙げられる。地区労

は，平和と民主主義運動，そして争議支援の運動を展開していた。総評労働運

動には，社会運動ユニオニズムとしての側面が含まれており，地区労運動こ

そ，その側面を最も体現していたと考えられる。総評解体以後，連合は地区労

総評(日本労働組合総評議会 1950年に結成された戦後日本の代表的芯全国中央組織 (ナシヨナ

ルセンター)。春闘.職場闘争を全国的に組織し.安保闘争を頂点とする平和と民主主義運動の中

絞として運動を展開する。 70年代以降，民間大経蛍における企業主義的組合潮流の影響力の拡大，

左派労働運動の後還を背景として.影響力を後退させた。民間先行の労働戦線再編の動きのなかで

89年に連合が結成され，それを受けて総評は解敵した。

地区労 総評の地方組織。中小未組織労働者の組織化や争議支援に積極的に取り組む。総評の平和

と民主主義運動の実践の主力であり，安保闘争では地域共闘を支えたc 同時に 1 中央地方の選挙活

動で1 社会党・総評ブロックの中心部隊として活動する側面もあり I 左派勢力内部からの批判を受

けた。総評解散後も I いくつかの地域で地区労は存続し目活動を続けている。
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運動を継承しなかった。地区労型コミュニテ ィユニオン形成の背景には，地区

労運動が闘いの蓄積のなかで，毎日一定数の活動家を争議支援や地域運動に組

織できる地域共闘の力をつくりあげ，企業との交渉力を培っていったキ圭過があ

る。コミュニテイユニオンは，その力を個別労働相談・団体交渉に生かす試み

でもあった。新しいユニオン運動は，地域共闘の連鎖のなかで，活動家層との

不ツトワークに支えられて生まれたのである。 事務所は地区労と同居し，地区

労の専従がユニオンのオルグも兼ねる場合が多かった。平和と民主主義運動，

反差別運動との共同という点でも，地区労運動を継承している。

1990年代コミュニテイユニオンのリーダーたちは，どのような人々であった

か。彼らは70年代の中小企業労働運動，地域労働運動のなかで育ち，鍛えられ

た「オルグJたちであった。東京ユニオン，管理職ユニオンなど， 90年代以降

に個人加盟ユニオ ンの新しい地平を聞いたリーダ一層はみな70年代における中

小企業労働運動，地域共闘の経験者たちであることは興味深い事実である。そ

れだけでない。公務公共一般に代表されるように， 90年代以降に自治体関連の

非正規組織化の先頭に立っているオルグも また，中小企業労働運動や争議団運

動の活動家たちであった。大企業の企業主義的組合潮流のなかからは，こうし

たリーダーは育たなかったのである。総評地域労働運動から個人加盟ユニオ ン

へ一一ここに，戦後労働運動の「継承と刷新Jの両側面が示されているのでは

なかろうか。

⑨労働相談活動と団体交渉一新たな運動思想の芽生え

個人加盟ユニオ ンは，コミュニテ ィユニオ ンを先駆に 1990年代以降，徐々

に広がっていくことになる。それでは個人加盟ユニオンはどのような意味で

「新しい運動」なのかつ ここで，この運動の特徴について触れておこう 。個

オルグ 朱組織労働者のなかに入ってI 組合を組織する活動家。総評は， 1956年に中小企業対策オ

ルグ制度をつくり p 積極的にオルク配置を行ったe 発足当初 I こうしたオルグたちは「野武士の集

団Jの気概にあふれていたといわれる。しかしその後，企業社会の確立にともない，オルグ制度は

縮小された。近年I 非正規組織化が運動の焦点になるにともない，その役割の大きさが見直吉れて
いる。
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人加盟ユニオンとは， 1人でも誰でも入れる労働組合で、ある。個人加盟ユニオ

ンの日常活動の基本は，企業と雇用形態の枠を越えた， 1すべての労働者を対

象とする」労働相談活動であり，それを基礎にした組織化活動である。企業内

の正社員を対象とする企業別労働組合とは質の異なった運動形態である。相談

の現場では，従来必ずしも明らかになってこなかった非正規労働者の無権利状

態が明らかになり，相談員は「ひとりのj労働者の人権へ寄り添うことにな

る。

注目されるのは，個人加盟労働組合によって，労働相談活動を基礎とした果

敢な団体交渉が展開されていることである。その背景には 1人で、も組合をつ

くり，団体交渉ができる労働法の力がある20憲法の基本的人権として労働三権

が保障されている労働法の特質である。

この間の日本における新しい労働運動は，こうした労働法をフルに活用し，

企業別労働組合のなかで、久しく存在感を失いかけていた団体交渉を再生させた

ところに特徴がある。そして団交は多くの場合，当事者参加で、行われ，オルグ

の支援のもと，要求闘争が展開される。組合指導者による 「代行主義jは拒否

され， r当事者優位の思想」が貫かれる o そして企業や職場を異にする組合員

の支援も得ながら団体交渉が展開されるのである (女性ユニオン，青年ユニオ

ン)。こ こには従業員共同体と異なる連帯の形があり ，個人を基礎とした新た

な連帯の模索が行われている。ただし，紛争→解決→組合離脱というパターン

が多いのも，個人加盟労働運動の特徴で、ある。

⑨社会運動ユニオニズムーマスコミ報道との結合

個人加盟ユニオンの一つ一つは小さい組合である(通常， 100-200人)。 その

小さな組合が一定の社会的影響力をつくりえたのはなぜか? 個人加盟ユニオ

ンは多くの場合，企業内交渉に留まらず，社会運動とダイナミックに結びつく

傾向をもっ。社会的正義の立場から，世論に積極的に訴えるキャンペーン活動

が重視されているのが特徴的である。労働相談を通した組織化によって，大企

業の専制支配に対し，少数の労働者の立ち上がりと，それを企業の外から支援

する個人加盟ユニオンとの共同が生まれた。マクドナルドや紳士服コナカ，ス
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カイラーク，すきや等での世論をパックにした社会的労働運動が代表的なもの

である。このことは， 2008-09年の「派遣切り」の際に，派遣会社，製造業大

企業を相手にした果敢な闘争の展開にもみられた。

こうした戦闘的な団体交渉と社会運動は，そのインパク トからマスコミの報

道とも結び、つく 。大手マスコミのなかに点在する社会的正義を志向するジャ ー

ナリストも，こうした労働者の人権闘争を積極的に報道した。背景には，労働

問題が貧困を伴って「社会問題」化 した日本社会の構造変化がある。広範な世

論と社会的労働運動が結合し良心的なマスコミ人がそれをつないだ。「小さ

な労働組合」が大きな社会的影響力をもちえた lつの要因である。マスコミの

力という点では，地方マスコミの役割が大きかったことも注目すべきである。

地域ユニオンの闘いを，多くの場合，地方マス コミは好意的に報道 して，地域

社会とユニオンを橋渡ししていったのである。

⑨組織対象の多様性，多様な階層の団結一管理職 ・女性・青年

個人加盟ユニオンの組織対象は， 多様な労働者層一一外国人，青年，女性，

中間管理職ーーにまで及び，組織対象にそって固有のユニオンをつくっている

ところに特徴がある。コミュニティユニオンとともに，新しい運動として注目

すべき労働組合が1990年代に生まれた。管理職ユニオン(1993年結成)と女性

ユニオン東京(1995年結成)の運動である。ここには新しい運動文化の形成が

みられる。

管理職ユニオンは，リストラのタ ーゲツトとなった全国の中高年管理職労働

者のための相談窓口として成立しその中高年管理職労働者が 1人でも加盟で

きる個人加入組織として結成された。「組合員一人ひとりの自己決定責任が最

優先されるj組織の性格をもっている。その特色は，企業社会の規範と正面か

ら対峠し，個人の尊厳を擁護したことにあると考えられる[設楽 2003，田端

2003J 0 

女性ユニオンは， DVや女性差別と闘う社会運動とも提携 している点に特徴

がある[伊藤 2009J。これはコミュニテ イユニオン，個人加盟ユニオンの重要

な一側面でもある。「お試し団交」など組合員参加型の団体交渉を積極的に組
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織している点でもユニー クである o この 2つの組合は，個ノdJ日盟ユニオ ンの提

起した運動論を最も先鋭に示している。

さらに2000年代に入って，青年労働者の貧困化， I周辺化」が社会問題化

し，それに機敏に対応した青年労働運動が新しく台頭していく 。これによっ

て，個人加盟ユニオンは新たな展開を示すことになる。青年ユニオンは2000年

に公務公共一般の強力なノ可ツクアップを受けて結成された。主にサービス産業

で働く非正規青年労働者を積極的に組織化している。従来の青年部運動と異な

るのは，青年労働者が独自の交渉権をもって運動を展開していることである。

団交スケジュールをメーリングリストで組合員に知らせ，仲間の団交への支援

を組織している。ここでは団体交渉自体が社会運動化されている。また残業代

未払いという明らかな法違反に限つてはいるが，組合員当事者だけではなく，

従業員全員にまでわたる拡張適用という成果も獲得している。同時に，青年の

「生きづらさ」の問題に向き合い， I居場所」づくりを組合運動として取り組ん

でいる[湯浅・河添 2008]。

個人加盟ユニオ ン運動のもう 1つの新しさは，これまで独自に結集し，企業

と交渉することを封じられてきた労働者層が，団体交渉に立ち上がったところ

にある。それは，従来ともすれば称揚されていた労働者階級全体の一枚岩的団

結論を乗り越え，労働者階級内部の多様な諸階層が独自の権利と自治を主張し

つつ，新たな階級的共同・団結を形成していくプロセスでもあった。

⑨コミュニティユニオン全国ネットワークー小さな運動のネットワーク

新しい労働運動の特徴として注目されるのは，そのネットワークの力であ

る。コミュニテイユニオン全国ネットワークはその代表的なものである。年 1

回の全国交流集会を聞き，情報交換や討論を行っている。指導的全国組織がな

いのに，横並びのネットワーク組織が1989年以来20年間持続してきたところ

に，運動の新しい質が示されている。

なぜ，そうした持続が可能であったのか。総評解体以降，コミュニテイユニ

オン運動の全国的潮流の火を消さないリーダーたちの強い目的意識性が働いて

いたことは明らかである。同時に，地方活動家の要求も大きかった。地域格差
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のなかで，地方の運動を，全国的ネット ワークが支える側面がある。さらに，

こうしたネ ットワークを実践的に必要とするもう]つの根拠もあった。本社・

支社関係のなかで，全国各地の中小企業労働運動が本杜攻めを展開する際に，

全国ネットワークの存在はなくてはならないものとなる o それは中小企業労働

運動における背景資本闘争の継承でもあ り，ここにも従来の運動の伝統の， 新

たな形態での継承と いう 側面がみられるのである。

⑨新自由主義との対決

新しい労働運動は， 1991年の東京ユニオ ンを中心とした「派遣労働ネット

ワーク」結成以降，課題別に横断的ネットワークをつくっているのが特徴的で

ある。たとえば97-98年の「労基法改悪NO!共同アピール運動」が個人加盟

ユニオンを軸に展開し，法律家集団・学者文化人・各共闘組織の支援ともあい

まって，ナショナルセンター・潮流を越えた共同運動にまで発展したことが注

目される[高須 2009]。新自由主義的労働法制改悪に最も機敏に反応したの

が，現場の非正規労働者の相談活動で現実を深く把握している個人加盟労働組

合だ、ったことは興味深い事実である o 労働相談の場面では，その時代の最も先

鋭な労働問題が現れる。その取り組みのなかから，労働法制への実践的関心が

活動家のなかで研ぎ澄まされた。東京ユニオンがいち早く派遣労働者の現状を

敏感に察知したのも，派遣ユニオ ンのオルグが派遣切 りが住まいを失う労働者

を大量に生み出すことを事前に察知しえたのも，みな労働相談活動からだっ

た。

こうした経験を通して，ユニオ ン運動は，非正規の状態悪化をつく りだした

根源である新自由主義政策への抵抗をも含むようになった。個人加盟ユニオン

は，その意味で<政治的>労働運動であらざるをえない。80年代に生まれた新

しい労働運動は， 90年代に新自由主義批判の社会運動ユニオニズムとして再形

背景資本闘争 中小企業の倒産反対争議の芯かで I 企業倒産をもたらした元凶への責任追及を行う

運動形態。70年代以降1;1:.直接の雇用主ではない背景資本に対して使用者概念を拡大し，事実上の

団体交渉を押しつけていく大衆行動が展開された。具体的に1;1:.金融機関や巨大資本の本拠に向け

てI 争議団が労組の地域組織とともに押しかけていく統一行動が強化された。
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成されていくことになる。

3 既存の労働運動と新しい労働運動との関係をどうみるか

⑨地域労働運動と個人加盟ユニオンとの相E関係

このような新しい労働運動は，既存の労働運動といかなる運動的関連をもっ

ていたのか ? はじめに個人加盟ユニオ ンと地域労働運動との関係について検

討したい。総評解体以降，地区労自体が困難に陥り， また地区労運動を支える

公務，民間の労働運動が大きく後退していく。そのことは，一面ではコミュニ

テイユニオンを支える基盤の危機でもある。そのなかで注目されるのは，ユニ

オンと地域労働運動との新たな関係の構築である。経済の構造転換を受けて，

地区労自体が，個人加盟ユニオンのなかに組織化の糸口を見いだし，従来の地

域労働運動を新たな形態で展開させようとする実践が生ま れてきている。

またユニオン運動にとっても，その基盤となる地域労働運動の存在は大き

く，地域密着運動を志向する限り，ローカルセンターとの共同を絶えず求める

側面がある。武庫川ユニオ ンは尼崎地区労を基盤に生まれたが，今や，ユニオ

ン運動が地区労運動を支える側面が大きくなっている。

こうした相互関係は，全労連ローカルユニオンと地域労働運動との関係にも

みられる。札幌「結J，新宿一般などのローカルユニオンは，地域労連のパッ

クアップによって支えられているし， 同時にそのことが当該地域労働運動を活

性化させる一契機となっている。新宿一般は二重加盟制の活用によ って，新宿

区労連傘下の既存組合との連携を重視し，さらに正規組合員の企業主義克服を

目的意識的に追求している。ここで示唆されるのは，個人加盟ユニオンの運動

が，地域労働運動の再生としての側面をも っているということである。

⑨自治体労働組合と個人加盟ユニオン

地域労働運動 とともに， 単産レベルでの個人加盟ユニオ ンとの共同の事例を

みてみたい。ここでは自治体労働運動とコ ミュニティユニオンとの共同が注目

される。2008年 3月「人間を入札するなjと尼崎市住民票入力業務に携わる武
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庫川ユニオ ンの女性 5人が，市に直接雇用を求めてストライキに決起した[小

西 2009Jが， 自治労 (全日本自治体労働組合)がそのr.llいを他の社会運動とと

もに支援している。その他，北海道，兵庫，大阪などでコミュニテイユニオン

と自治労との共同が実現していることは注目される[小畑 2009J。

さらに自治体労働組合にパッ クア ップされながら自治体非正規組織化を独自

に進めている個人加盟ユニオ ンが大きな役割を果たしている。なかでも自治労

連加盟の公務公共一般の実践が注目される。個人加盟で、単一性を貫くことによ

って，都・区・市町村などといった任命権者の枠にとらわれず，組合員が存在

するところではどこでも横断的・機動的に交渉を行っている。ストを中心に戦

闘的な戦術を駆使しながら，毎年200-300人の解雇を撤回させ，それが組合員

のなかに労働組合の「メリットJとして自覚されているところに公共一般の力

がある。民間委託先の非正規組織化の取り組みも重要で、ある。ここでは，かつ

ての使用者概念拡大論が現代的に具体化されている。このように，公共一般の

場合，中心的オルグが中小企業労働運動出身で，背景資本闘争など豊な運動経

験をもっていることが大きな意味をもっている。自治体労働組合の支援，さら

に自治体正規職員のベテラン活動家を役員に組み入れる二重加盟制や，労働行

政専門職の活動家がこの組合運動を支えている点にも注目すべきである[小林

2006J。自治労も含めて，労政事務所で働く専門的労働者が非正規組織化のサ

ボーターになっている事例がある。こうした運動が起こる背景の lつには，自

治体労働運動において戦後営々と続けられてきた自治研運動の蓄積を無視する

ことはできない。公務労働の質を聞い続けてきた運動が，非正規労働運動につ

ながっていることは重要である。

⑨葛藤と共同

以上の ように地域労働運動や自治体労働組合のなかで，既存の正規中心の企

業内組合が，ユニオ ン運動を支援する関係が部分的に生まれている。しかし，

自治研運動 自治体労働者が市民や研究者とともに.住民自治公共ザービスのあり方と，自らの

仕事の内容を問い直し深める研究集会活動。1957年に始まった。近年!o;.かつての活力を失ってい
るもののi 新自由主義に対抗し，公務の質を問う運動へと進んでいる側面もある。
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同時にもう Iつみておく必要があるのは，既存の労働組合と新しいユニオ ン運

動との葛藤の側面である。正社員意識は根深く，非正規労働者との聞に，少な

からぬ距離や対立があることは否定できない[小林 2009]。こうした葛藤を含

んだ連帯であるところに，現時点での，既存組合との共同の特徴がある。

さらに，もう 1つ重要なのは，新自由主義の時代に企業支配がむしろ強まっ

たことによって，こうした正規中心の労働組合の職場規制が大きく後退してい

ることである。そのことが上述の事例を，社会全体からみるなら，まだ限られ

たケースに押し込めているのである。たとえば，民間労働組合はもとよりのこ

と，自治体労働組合も ，公務の民間化と労務管理強化によって，地域住民や非

正規労働者と共同するパワーを失わされているのが現状である。そのことが，

ユニオン運動と既存労働運動との共同行動，ダイナミ ック な相互関係を妨げて

いることを見逃してはならない。非正規組織化と同時に，それと結びつけて，

正規労働者に非人間的な働き方を強いる企業支配そのものと対決する労働運動

もまた， t茸築されなくてはならないのである。

⑨ナショナルセンターの組織化戦略一路線転換の背景

既存の労働運動と新しい労働運動との関連を新たな次元に進めたのは， 2000 

年代以降のナショナルセンタ ーによる非正規組織化戦略の確立であった[早川

2006]。連合も全労連も共通 して全国に常設労働相談所を設立， 専任相談員を

配置 し，組織化担当オルグを全国に配置し，組織化基金の設置も行った。こう

した転換が本部のイニシアテイフ守で、行われた点が特徴的で、ある。それまでナシ

ョナルセンターは，企業別組合の集合体的性格を色濃くもっており，予算を投

入して，非正規組織化を基本方針として打ち出すことはできないでいた。しか

し増え続ける非正規労働者とその過酷な実態が明らかになるにつれ，ナショナ

ルセ ンタ ーとしての対応を迫られた。加えてここで注目したいのは，ローカル

を拠点とした，個人加盟ユニオ ンとそのネ ットワークの力が，ナショナルセ ン

タ一本部に反映して，新方針に結実した側面があるということである。

連合の路線転換[高須 2009]の背景には，民間大企業労組のヘゲモニーが

強力ななかで，全国コ ミュニテイユニオ ンの発言力が徐々に増したことがあ
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る。コミュニテイユニオンの主要組合が全国ユニオンを結成し連合に加盟する

ことによって，民間大企業を中心とする新自由主義を促進 ・追認する勢力 と新

自由主義批判の勢力との措抗関係が連合内部で、生まれたことは大きな意味をも

っ。2005年の連合会長選挙で，全国ユニオンの鴨桃代氏が出馬し， 107票もの

得票を獲得 し衝撃を与えたことは，こうした連合の変化を象徴する出来事だっ

た。

全労連はもともと結成時から産別と地域組織の対等平等原則を保持してお

り， そのもとで、の地域労働運動の蓄積が2000年以降の方針転換の土台になった

ことに注目すべきである[寺問 2006]。全労連の地域労働運動には地区労の積

極的伝統を継承している部隊があり，なかには新宿区労連のように，そうした

伝統を土台にして全労連の方針確立以前に，自前で個人加盟ユニオ ンを立ち上

げている地域組織もあった。また，地域労組おおさかのように， 80年代以来の

地域労働運動の蓄積が，全労連方針によって組織化の飛躍的発展に転化した事

例もある。全労連運動において，こうした地域労働運動の下からの組織化の追

求と，本部のイニシアテイプとが結びついている点が重要である o 傘下単産の

生協労連によるパート組織化の先進的経験の蓄積[浅見 2006]が，全労連方

針を下支えしている点も注目される。こうした全労連の取り組みは，傘下単産

にも波及し，自治労連は全国に組織化オルグを配置し，彼らが地域労連 ・ロー

カルユニオンとも連携し始めている。

それまで小さな労働組合とそのネ ットワークが先行 して，運動が横につなが

り始めたのだが，ナショナルセ ンターの路線確立に よって運動が面に，そして

全国に波及していく ことになる。新しい労働運動が，ナショナルセ ンタ ←を媒

介にして，全国的規模の運動へと質量的に発展した側面をみておく必要があ

る。

⑨「派遣切りJとの闘争とナショナルセンター

2008年経済危機のなかで， トヨタ，キャノンなど代表的グローパル企業で

「派遣切りJが行われた。青年労働者がそのターゲツトになったことが特徴的

である。そうした青年労働者の一部が左派労働組合と結合し，団体交渉を展開
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することになる。

大企業 「派遣切り 」との闘争では，連合はほとんど役割を果たすことができ

なかった。原因は，連合ヘゲモニーの中軸である民間大企業労組の労資協調主

義の限界である。ナショナルセ ンタ ーとしては，全労連系ロ ーカルユニオンが

果敢な運動を展開した [寺問 2009]。ローカルユニオンを全国に立ち上げてき

たことが，各県の周辺地域に立地する大工場での組織化を成功させる条件とな

った。 地方の労働者の組織化，闘いの社会問題化への回路が聞かれた。単産組

織が及ばずカバーできない地域の組織化を，全労連ローカ ルユニオンが担っ

た。ここでは単なる個別紛争で自己完結せず，ソニー長崎にみられるよっに，

個人の相談が20-30人規模の集団的な組合加盟につながったことが特徴的であ

った。そして彼らによって積極的な団体交渉が展開され，地域のマスコミも報

道し，地域世論と結びついた社会運動ユニオニズムが展開されることになる。

解決も当事者に自己完結せず，同じ境遇の労働者の権利擁護に通じる協定が志

向されたことは注目される。そうした闘いを突破口に， JMIUなどの単産が

「派遣切り」との闘争を展開していったのである。このように全労連は<ナ

ショナル>センターの固有の役割を実践しえたといえる。全労連ローカ Jレユニ

オンは，派遣切りとの闘争を契機に，その勢力を増加させてきている (2009年

7月現在，全労連ローカルユニオンの組合組織数は10335人，組合数は135)。

4 新しい労働運動と社会的ネットワーク

⑨個人加盟労働運動を社会的に支えているもの

このような個人加盟ユニオンを支える社会的基盤は何か。個人加盟ユニオ ン

は，様々な社会的な力によって支えられている o そこでいう「社会jとは，地

域社会であり，社会的世論であり，市民社会からの支援である。それは個人の

イニシアテイフ守で、行われているところに特徴がある。一例として， 1200人もの

会員を結集している 「青年ユニオンを支える会」の存在が挙げられる。組合財

政の困難を<社会>の力でサポート する試みである。会員には戦後民主主義

運動の活動家層が多く含まれているこ とが特徴であって，ここにも個人加盟ユ

12 日本における「新しい労働運動 221

ニオ ンの重要な杜会的基盤を見いだすことができる。この組織の一定層が現役

および退職後の教育労働者であり，教え子たちが学校卒業後に受ける経済困難

に心を痛める教師たちが，個人のイニシアテイブによって青年ユニオン支援に

向かっている。他にも，全国一般東部労組は，大量の電話労働相談活動に多く

のボランテイアを組織して対応している[石川 2006]。これも市民の力を，財

政支援に留まらず，実際の組合運動のなかに組み入れている好例であろう 。

こうした社会的支援の背景には，個人加盟ユニオ ンが抱える深刻な体制問題

がある。ユニオンは共通して財政難に直面し，少数の (多く の場合 l人)専従体

制によ って膨大な労働相談と紛争解決に奔走 しているのが現実であり ，専従を

配置できないユニオンも依然多い。個人加盟ユニオ ンの<社会との結合>は，

こうした困難を打開するための組織的刷新の試みの 1つでもある。

さらに労働弁護士，自治体労働者ら専門家層が，個人加盟ユニオンを積極的

にサポートしていることも注目されるべきである o 知識人，研究者の役割も大

きく，彼らが国際的視野から運動論を提起し，同時に多様な諸潮流の活動家の

つなぎ役になっている口ほかにも派遣労働ネッ トワー クのように，派遣問題へ

の対応のノウハウをもっている実践家と，法律家 ・専門家とが協力して政策批

判，政策的対案を追求する運動も展開されている。労働安全衛生センタ ー，い

のちと健康を守るセンタ ーのユニオン運動との連携も，大きな役割を果たして

いる。新しい労働運動は，社会運動を展開するという点だけでなく， ["社会に

深く支えられている」点で，社会的労働運動だと考えられる。

⑨反貧困運動と新しい労働運動生活と労働の結合

個人加盟ユニオンのそうした「社会的」労働運動としての側面が，格差・貧

困化の進行のなかで， 一層強められるようになったのが、近年の大きな特徴で

ある。新自由主義の矛盾が， r貧困問題Jとして顕在化するなかで，生活保護

制度，雇用保険の欠陥など日本におけるセーフテイネットの欠落が広く明らか

になった。社会保障制度によ ってカバーされない非正規労働者が拡大すること

によって，労働問題がストレートに生活問題に直結する構造が生まれた。その

なかで注目すべき新たな運動形態が登場する。それは「反貧困ネットワークJ
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である。それまで個別的な社会保障運動は存在していたが，縦割り的な傾向が

あり，横断的総合的な運動としては十分に展開されなかっただけに，各種の社

会保障運動と労働運動とが相互にネットワークを形成し始めた意義は大きい。

反貧困ネットワークが生まれる過程では，社会保障の市民運動を展開してい

た湯浅誠氏の役割が大きかった。湯浅氏は，実際の相談活動の経験のなかか

ら，労働問題と社会保障問題，生活と労働とが共通領域になっている こと を実

感する o 個人加盟ユニオンのリーダ一層も，労働相談活動のなかから，社会保

障運動との連携の必要性を自覚し始めた。両者が合流するなかで，現実的必要

に迫られた横断的な反貧困ネットワーク運動の取り組みが始められる。

2008年世界経済危機と 「派遣切り jを契機として，労働と生活はギリギリの

生存保障として一層強く結びつく。こうした情勢変化に対して，個人加盟ユニ

オンは社会運動とともに「派遣村運動」を生み出していくのである o その契機

が派遣法改正運動の共同行動のさなかであったことは注目される。多様な潮流

の共同闘争の蓄積が，情勢の激変と結びついて，従来なかった独創的な運動形

態をつくりだしていったのである[派遣村実行委員会編 2009J。

年越し派遣村を日比谷公園に定め，そこに住居を失った労働者を集め，社会

的に支援する;壮大な取り組みを実践した。ここに，貧困と 「派遣切りjの非人

間性が可視化された。全労連や全労協がこの取り組みを支え，連合も協力した

ことは大きな意味をもった。ここには，労働組合関係者をはじめ，多様な市民

運動，ボランテイア，社会保障運動，公務労働者，医療労働者，農民運動関係

者が集い，広大な相互扶助の空間を生み出した。そしてマスコミの注目，世論

の支援を背景に，政府の対応を勝ち取っていったのである。派遣村はその後，

全国の地域・ 自治体に広がっている。生活と労働の結合が，医療・福祉・自治

体関連の多くの対人支援労働者のサポート を要請することも，この実験のなか

で明らかになった事柄である。社会的労働運動が一層の広がりと深まりを求め

られる段階にきた。ここに社会運動ユニオニズムの，そして20年間の新しい労

働運動の到達があると考えられる。
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5 新しい労働運動の課題

⑨基礎組織構築と既存労働運動との連帯

新しい労働運動が抱える課題は何か。第lに， 個人加盟ユニオ ン運動の財政

難，入手不足の問題がある。単産 ・ナショナルセンターによるユニオン運動へ

の財政的支援，オルグ配置は当面の喫緊の課題だと考えられる。

第 2に，紛争解決後の組合定着率の低さの問題がある。個人加盟ユニオ ン

が，個人を基礎としつつ，新たな質の「集団Jを形成しうるかが大きな課題で

ある。個別紛争処理の段階から，新しい形態で、の集団的労使関係の再建の方向

が模索されなくてはならない。すでにいくつかの試みが始められている。全国

一般東部労組は，すべての労働者を対象とした労働相談活動を基礎としつつ，

職場闘争をユニオン運動の一環と して強化し，職場における少数派から多数派

への形成を意識的に追求している[石川 2009]。最近，個人加盟ユニオンのな

かに労働相談活動重視のあまり，職場闘争軽視の傾向もみられる。その意味で

職場闘争と労働相談活動の 2本柱を重視する東部労組の活動は注目されるべき

である。女性ユニオンは，参加型団交と参加型労働者数育の蓄積によって，新

たな基礎集団を形成しようと取り組んでいる。多様な基礎集団がありうるので

あって，そのなかから労働者の日常的連帯関係を構築していくことが課題であ

る。

その点と関連して第 3に重要なのは，個人加盟ユニオンが， 地域を中心とし

た社会的ネットワークのなかで，存在感を発揮してきたことのもつ意味の大き

さである。その方向をさらに深める必要があるのではなかろうか。職場も含む

<社会>に，いっそう深く連帯の基礎を構築していく必要がある。その意味で

も社会運動と労働運動とをつなぐ地域の<ローカルセ ンター>の役割は，いよ

いよ重要になってくると考えられる o さらに注目されるのは，r公務労働の

質」を守る取り組みのなかに，ユニオンが地域住民と共同で運動を前進させる

事例が生まれていることである。対住民サービスの重要な公務労働の領域を，

非正規労働者が広範に担っており， 社会的有用労働と しての住民への役割の大
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きさと責任に比して，その待遇の悪さが，非正規労働者の立ち上がりを生み出

している。公務の質の追求と労働条件とを結びつける実践が生まれている点が

注目される[川西 ・小林 2009]。中野非常勤保育士争議の勝利のー要因も，保

育労働の質への自覚と住民との連帯にあった。武庫川ユニオンの闘いも共通の

側面をもっ。社会的有用労働の追求を通した社会的連帯の芽がここにある。

第4に重要な課題は， Iすべての労働者を対象にした」個人加盟ユニオン運

動を第 1歩として，単産とナショナルセンターとが緊密な連携をとることによ

って，日本における産業別労働運動への具体的な展望を切り拓くことである。

第 5に，労働者数育についても言及しておきたい。個人加盟ユニオンにおい

て，労働者教育の重要性の認識は遅れていたと考えられる。その点で先進的な

のは，学習による企業意識の克服に不断に取り組む新宿一般，女性ユニオンの

対話型・参加型の労働者数育の実践である。同時に，経済危機のなかで正規と

非正規の葛藤を含む共同を，敵対的労労対立にさせないためには，労働問題や

非正規雇用を生み出す根j原の資本主義体制，そして「資本主義の限界jについ

ての学び合いがいっそう重要になってくるのではなかろうか。

⑨個人加盟ユニオンと新な社会構想

新しい労働運動は，今後どのような発展方向を模索していくべきか。当面の

課題は，派遣法抜本改正を突破口に，公契約運動など雇用と福祉を守る自治体

改革との結合が迫られよう 。さらに反貧困運動で提起された生存権原理を，い

っそう広い勤労諸階層へ普遍化し[渡辺 2009]，新たな福祉国家構想を具体化

することが求められている。そのことは，新しい労働運動を，正規も含む広範

な労働運動に発展させるためにも必要なことである。また，そうした福祉国家

構想、を推進する点で，個人加盟ユニオンと結びついたナショナルセンターこ

そ，大きな役割を果たさなくてはならない。

最後に，世界経済危機と新自由主義の矛盾の噴出を踏まえるなら，資本主義

公契約運動 国や自治体が公共事業 I 委託事業で民間業者と契約を結13¥際.従事する労働者の賃金。

労働条件を適性に定め，その確保を義務づける条例を制定させる運動。
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の限界を深く洞察し[久留問 2003]，それに対して，資本主義を乗り越える新

たな社会構想を労働運動が積極的に対置していくことが求められているのでは

ないか。新しい労働運動の「新しさ」の質がさらに前進させられていく必要が

あると考えられる。

1) 新しい労働運動のもう lつのルーツとしては， 1980年代の全建総連の産業別個人加盟

組織の飛躍的拡大，そして音楽家ユニオンなどの専門的職業の労組結成や産業別業種別

交渉機能の確立[浅見 2009]なと も視野に入れる必要があると考えられる。

2) たとえば，アメリカでは職場の過半数を組織しない限り団体交渉権をもっ労働組合と

して承認されない。詳しくは本書第11章参照。

3) I国際労働研究センタ ーJ(1995-2007年。戸塚秀夫氏創設)，I職場の人権J(1999年

ー呼びかけ人代表・熊沢誠氏)，I一橋フェアレイパーセンターJ(2007年一高須裕彦

氏，田端博手I~氏共同代表)がその代表的なものである。
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